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で
あ
っ
た
、
総
督
有
一
が
日
刊

部
川
に
い
え
ば
生
!
六
(
の
権
利
)

行
一
ば
優
伎
の
統
治
体
制
を
惟
ー
た
じ
た
じ
本
近
代
村
忍
で
は
、

え
に
求
灼
た
の
は
施
政
へ
の
盲
従
じ
あ
口
ソ
、

の
存
在
は
ね
界
に
人
っ
て
い
な
か
〉
た
と

ιぃ、ヌ

ι
4
 

の
命
令
に
桜
花
uo
る
こ
と
が
小
山
市
義
で
あ
る
一
と
号
、
ぇ

h
u↑か
q
M
ア

コ
し
、

1
v
j
 
行
政
権
の
わ
使
に
対
す
る
法
的
統
航
の
日
夜
は
は
川
町
マ
あ
っ
た
〈

八九
C
r
T
法
律
第
川
八

y
ど
り
I
L
何日で~、

五

/
U
L
J
7
U

行
政
裁
判
法
(

日
J

)

ヤ
訴
閥
次
(
け
第

レ
/
い
っ
た
行
政
改
情
法
制
h
M
M

多
く
の
欠
点
が
存
ノ
ト

L
、
当
初
か
ら
以
ゆ
を
雫
む
「
が
寄
せ
ら
れ

ァ:、、~一

一
-
L
1
7

一引に
f

に
お
け
る
花
政
が
ま
か
、

さ
ら
↑

本
一
同
日
け
採
の
行
政
権
侵
惜
の
発
恋
の
も
と
で
/
れ
わ
一
れ
ん
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い

朝
日
町
で
は

総
h

仏
寸
独
裁
制
の
も
し
Y

で
こ
の
占
、
が
本
同
以
上

l
f仏
川
さ
れ
ー
の
で
志
ゐ

F

)

つ
?
に
h

統
治
枠
制
を
と
る
引
鮮
に
お
い
て
、

行
政
弘
済
制
攻
が
本
円
以
上
に
軽
視
さ
れ
に
の
は
斗
枝
で
あ
っ
た

そ
の
ワ
咋
で
は

州

-uv一
済
地
域
中
山
は

六
ー
固
で
見
ら
れ
た
行
政

優
位
の
発
桝
心
的
、
判
鮮
に
お
け
る
た
鋭
化
を
象
役
「
る
も
の
で
あ
っ
た
ノ
い
λ
J
」

ζ

が
で
き
よ
、

1

植民地帯-J~!.lと1-J'-JrZ持日;:n~ま

J久一告

外コ

'モャ

111J 

迷
致
後
の
機
構
氏
以
γ
?
/
一
行
政
救
治
制
度
享
一
人
命

一
淳
一
討
を
う
け
一
っ
か
け
に
統
治
時
間
怖
に
は
大
山
な
修
け
が
か
去
ら
れ
た
が

A

M

-

y

 

j

l

刊
グ

干
の
背
景
に
は
笠
半
王
者
の
判
制
い
W

政
を
砧
州
、
つ
原
首
相
【
の
存
f

村
い
が
あ
っ
一
た

um
は、

一
九
一
九
年
ヘ
バ
の
依
針
総
皆
同
什
{
円
抗
改
正

一
一
八
六
口
三
に
よ
り
給
停
式
け
一
口

へ品川
A
j
u
ゎ
=
八
七
号
一

専
任
叫
引
を
稔

H
す
る
と
Y

と
も
に
、

同
(
汁
引
改

d
、
一
朝
鮮
総
有
府
警
察
ウ
ゴ
者
応
止
ノ
作

主
兵
条
例
の
改
は

(
靴
令
第
一
九
七
号
)
を
通
じ
一
三
忠
一
兵
恥
言
山
内
市
恢
度
、
刀
円
相
自
足
肇
一
二
不
批
佼
へ
の
転
救
誌
は
か
る
争
い
ど
、
注
車
勢
力
の
一
川
除
を
呪
坑
し

C

取人法羊)fi3 (:-).~-:Jパ6í) 12Sli [2U:;:i. 1:1 



し、

" 原
の
改
常
を
川
相
対
に
お
い
仁
支
持
}
ご
し
た
の
が
、
民
{
円
J

日
僚
に
よ
る
桂
一
心
わ
れ
の
独
占
に
不
向
を
蒸
ら
せ
と
い
た
山
脈
泣
務
総
一
区

ぶ工
y
h
M

、
J

M

丈
一
定
↑

3

バ
{
日
官
僚
王
し
占
有
の
過
度
に
抑
作
凡
な
政
策
い
ん
住
民
の
γ

円
満
を
自
の
L
7
、
こ
と
が
て

訂
)

例
で
あ
る
と
「
記
長
一
し
、
施
政
の
k
h
w
な
日
出
し
を
王
張

L
た

f
v

よ
り
U
僚
の
紅
い
は
、
こ
の
機
会
い
武

AL官
僚
か
ら
い
W

叩
北

川
打
代
に
成
功
し
た
)
n
{
J
佐
全
勝
土
A

P

山
内
冷
却
長

r
U
、
H
H

や
泊
以
L

す
る
文
J

七
信
僚
で
あ
っ

f
f
(
白

介

J

斗
サ
」
和
、

A
1
1
v
 

政
の
主
導
権
を
青
う
こ
と
で
あ
っ
た
(
結
収
拾
に
こ
の
企
じ
は
、

全
一
亥
(
品
等
法
続
税
事
支
)

ム
J
F相
識
し
た
害
没
委
員
ん
や
い
弘
、
こ
う
し
七
勲
三
け
の
一
つ
と
し
て
知
り

川
山

ケ
什
部
ロ
サ
続
出
の
古
川
学
、
泌
を
も
と
に
改
革
案
を
内
氏

L
た
喜
久
ヘ
長
民
会
は
、
こ
れ
を
一
際
法
長
役
信
私
見
」
ヘ
以
下
、

-
W
私
見
)

明
川
口
円
:
良

長百

と
し
一
戸
糾
め
、

文
科
川
好
泣
長
む
の
ち
」
包
も
う
て
本
国
に
提
出
し
た
の
で
あ
る
、

品
目
見
の
吐
ぷ
限
り

の
や
立
で
↓
人
ヰ
険
引
し
た
}
工
一
を
最
U

刊
に
時
誌
ご
き
る
の
は
、

。〉

一
私
見
」

i
お

v

に

ご
あ
る
v

常

υι刊
ヲ
川

2
r伯
弓
審
一
二
J
A
J世
々
一
}
、
ン
テ
捻
措
J
F
T
h

リ
易
ん
ソ
人
民
ハ
威
一
一
僻
レ
勢
一
二
初
、
ン
不
平
ド
一
フ
髭
碕
ア
ン
テ
民
心
ノ

市
勺
雌
返
ニ
r
以
極
ス
ヘ
刀
フ
斗
ル
と
'
札
J

忙
の
現
政
を
批
判
す
る
ー
私
立
口
、
そ
の
改
u

比
一
恥
と
字
、
一

E
m
R
ん
一
戸
」
制
乏
し
y
↓

行
政
妓
判

則
及
訴
胤
ノ
制
度
ロ
リ
?
人
会
総
議
ー
し
た
行
政
救
済
制
変
は
、
「
民
レ
緩
和
ノ

h
J、
ト
シ
子
問
安
ノ
施
一
氏
、

つ
ま
り
施
政
に
叫
す
る

ん
ー
渦
(
「
民
レ
一
日
「
ハ
笠
宮

)
方
策
と
三
に
「
同
点
匹
以
ノ
胤
日
以
で
あ
る
と

た
の
で
」
め
る

7 
Q 

山
ヰ
一
の

r

お
り
一
九
ハ
リ
年
代
の
陛
平
1
L

導
の
施
政
ご
?
は
、

-
U
民
意

は
ま
っ
た
く
考
古
守
也
、
れ
て
い
ι

な
か
っ
た
r

大
陸
進
出
一
い
川
け

ど
の
弐
帆
町
内
問
円
ゴ
ヘ
り
の
た
め
い
住
民
は
り
仰
政
へ
の
肖
従
を
求
乎
レ
つ
れ
、
そ
の
氏
均
+f
休
刊
(
リ
砕
川
)

の
保
防
は
頑
み
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
あ
る

し
か
し
こ
う
し
れ
J

施
は
を
続
け
し
い
け
ば

(
完
力
的
)
非
行
法
的
抵
討
と
杭
び
人
υ
/
¥

ー
の
は
必
'
て

や
が
て
京
満
が

む、

=
・
げ
一
足
利
一
は
こ
の
こ
と
を
実
利
し
た
と
も
い
え
る
n

こ
う
し
た
ポ
墜
に
川
泌
す
る
七
め
に
ー
ム
ベ
宮
僚
は
、
一
九
成
省
た
ふ
も
の

は
、
常
に
h
u
の
趨

k
h
一
注
担
し
、

の
f

一
引
山
抑
止
乞
未
然
に
察
し
て
、
二
れ
を
浄
化
誘
導
す
べ
き
治
主
な
る
方
途
を
古
川
両
「
る
こ
と
が
N
U
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要
で
あ
る
こ
即
ち
、
民
志
の
防
法
長
凶
り
、

人
心
の
必
殺
J

忙
殺
す
る
戸
一
ノ
は
、
設
し
忍
想
悪
化
の
三
宝
鮮
と
な
る
一
こ
の
与
え
の
も
ス

施
設
に
対
J

す
る
l
h
i

満
を
体
別
川
一
ー
い
司
収
す
る
装
置
の
必
市
夕
、
件
を
怯
ハ
た
の
で
あ
る
べ
「
h
孜
故
済
剥
度
は
、
こ
れ
一
一
で
つ
に

官工品引い説

に
、
非
合
法
的
抵
抗
の

f
防
を

f
的
r

す
る

1
n
u
想
]
芯
化
の
久
へ
十
時
柑
一

H
r
-
-
〕
土
べ
千
人
口
、
μ
法
案
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た

具
体
的
な
け
川
会
状

況
は
異
な
っ
て
い
る
も
の
の

こ
う
し
た
役
引
い

は
、
台
れ
に
矧
付
d

」
れ
た
役
割

「
R
心
線
利
/
ι
刀
法
一

「
思
想
悪
化
の
宏
九
涜

(
「
叉
殺
の
五
渦
の
リ
え
土
町
一
」
、
ー
と
は
ば
制
じ
と
い
え
上
下
つ
り
持
直
す
る
と
お
け
総
督
飢
裁
杭
を
緋
抗
予
る
な
ど
、
総
督
的
が
行
政
権
ト

対
ι
9
る
法
的
統
制
の
欠
却
を
反
ベ
H
L

権
L

け
を
法
ト
よ
っ
て
コ

J
r
口

l
ル
す
る
近
代
ぬ
法
人
い
主
誌
を
津
凶
し
よ
う
と
し
た
形
引
は
門
川
A

ら
れ
な
い
乙
て
の
こ
と
カ
ム
も
、
行
政
救
づ
片
山
中
慌
の
導
入
は
、
一
法
治
義
」
の
石
現
を
り
伺
化
J
q
ゐ
こ
と
て
捻
政
の
新
を
注
尽
に

J
 

印
象
付
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
入
、
一
氏
U
M
拍
手
市
ノ
刀
法
と
し
て
送
別
す
る
ご
レ
よ
p
m酌
淀
川
支
れ
た
レ
仁
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
ふ

で
掲
げ
ら
れ
た
政
策
は
、
淳
首
相
に
わ
い
〈
印
さ
れ
た
点
眼
下
、
総
資
の
も
と
で
多
、
が
実
思
し
た
一
民
自
人
H
」
制
度
も
ま
る
ん
、

私
見
」

一
ん
'
』
「

に
よ
る
ー
総
ぃ
廿
及
政
務
総
怯
ノ
わ
ヲ
求
仁
庁
総
村
U
W郊
山
ハ
ノ
行
政
事
務

円
の
明
鮮
M

給
料
叶
山
刊
行
制
攻
」

勅
ム
μ
第

ノ
監
何
H
-
プ
掌
ル
」
監
法
官

の
ぷ
世
(
第
一
人
年
)
し
y

↓、

γ
つ
形
で
災
現

か、
L

な
が
、
い
J

r-察
μ」

わ
J

任

下
ぶ
へ
リ
ム

L
U
J

1
4
 

制
主
こ
ん
f

もいい
1

民
心
総
和
ノ
ト
h
d

法

に
2
h

一
げ
ら
れ
た
行
政
欽
済
制
度
の
詩
人
は
d

見
込
ら
れ
た
に

植民地帯-J~!.lと1-J'-JrZ持日;:n~ま

管
口
元
の
ん
川
悦
U

F
は

ιー
案
作
成
な
ど
の
勃
き
を
砕
認
て
き
な
い
ご
μ
f
?

刀
九
、

こ
の
昨
バ
で
は
行
設
救
伊
川
川
昨
夜
町
一
導
入
辻
、

小
川
将
府
内
部

に
存
人
行
〕
た
改
苧
構
想
の
つ
い
す
ぎ
な
か
コ
ル
人
と
佐
測
也
、
れ
る
J

そ
の
う
え
で
、
仇
怨
が
具
体
化
し
な
か
っ
た
国
内
を
#
え
て
み
る

と
、
ま
ず
学
げ
ら
れ
る
の
は
本
国
と
も
改
宇
訟
が
持
ち
上
が

ω
た
び
に
兄
ら
れ
た
行
政
行
い
よ
る
反
川
と
あ

朝
新
で
も
行
は
段
治

制
度
の
尋
人
は
、
行
政
治
討
に
中
川
を
い
止
え
る
も
の
と
受
け
収
ら
れ
た
に
渋
い
な
い
n

ま
た
、

允
と
え
ノ
ド
ば
救
済
制
度
を
忌
じ
て
生
ヌ

そ
れ

c
h
出
え
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
不
満
は
体
引
い
引
に

斗戸川一

l
一
、
以
対
日
、
住
町
の
ム
?
に
判

の
不
満
の
回
収
に
成
功
し
て
も
、

を
一
知
げ
辺
主
一
て
し
ま
う
と
肝
心
¥
油
り
に
捻
政
を
送
行
一
じ
き
な
く
な
ゐ
お
そ
れ
が
あ
っ
た
「
こ
の

匙
加
山
川
州
」
は
一
見
青
山
を
崎
洋
じ
よ
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へ
/
♂
」
ヲ
れ
ば
必
J
9
牛
と
る
問
題
で
あ
る
が
、

が
あ
る
行
政
U
弘
済
制
度
じ
わ
い

ミ
:
!
?

っ
会
は
引
に

亡
は
特
い
ht-nm-
の
矧
を
悩
ま
セ
p

も
の
と
忠
わ
れ
る
う
さ
ら
じ
、
行
致
点
訟
訓
度
が
や
一
行
独
裁
剥
レ
一
γ

品
目
的
に
ι王
宮
ず
る
も
の
と
あ
っ

た
こ
y

J

刊
に
~
逃
せ
な
い
っ

日
土
科
目
絞
の
民
事
は
弘
同

L
G
へ{「いじ日

政
葉
決
金
下
刊
の
Jm
久
史
(
陸
平

パ
必
{
日
官
僚
一
品
じ
り
「
政
党

官苦

へ
」
に
レ
一
ど
レ
ヨ
打
、

、

)
し
十
小
ノ
¥

何
で
も
北
川
仁
つ
い
て
こ
い

机
町
村
H

独
裁
材
料
体
は
維
仔
気
れ
た
ο

徳
一
按
打
一
ハ
部

ん
砧
畑
山
一
日
長

と
n

そ
う
す
け
や
上
く
な
ん
だ
、
と
い
う
は
い
日

か
ら
「
何
で
も
上
¥
み
印
可
し
て
わ
か
っ
た
、
つ
え
ご
つ
い
て
末
さ
」
ヲ
ん
ど
一
ー
に
い
、
つ
は

的
へ
の
恋
更
に
品
ぎ
な
か
J

た
の
じ

k

成
策
決
定
上
体
に
す
え
史
が
け
l

じ
ご
も
、
松
山
川
汁
独
裁
凱
い
か
維
村
太
一
れ

f
い
る
以
、
行
政
枠

日一刻

1ノν
法
的
結
前
の
ザ
侃
と
い
う

今
一
運
動
問
の
状
況
に
大
き
な
変
化
が
訪
れ
た
と
は
与
え
に
く
い
の
「
め
る
η

行
政
ぷ
汚
制
慢
の
導
入
が
見
送
ら
れ
た
の
は
、
半
回
以
L
手

の
統
的
体
制
を
と
る
剖
鮮
に
む
し
て
、

土
-
↑
~
、
ノ
ら
2
L
N
'〈
戸

~
l
d
J
rア

4
1
D
O
ナ
ム
リ
』

t
i
，λ

る
小
況
や
一
回
収
す
る
た
止
と
は
L
去、

行
政
救
凶
耐
湿
の
品
豆
了
人
h

は
先
述
の
よ
う
に
多
く
の
医
離
が
廿
、
つ
こ
と
が
…
WArm
に
子
抗
さ
れ
た

L
h
J

つ
だ
と
忠
わ
れ
る
つ
こ
れ
に
対
し
、

に
い
?
げ
つ
札
、

炉売が
h

に
辺
入
さ
れ
た
監
察
官
制
没

私
見

氏
、
一
足
私
ノ
I
三
μ

に
お
い
て

は
品
川
J

川
体
制
し
乙
矛
甘
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

そ
れ
と
こ
ろ
か

総
収
口
お
よ
び
政
務
詑
除
、
け

九
巾
口
F

」
派
遣
さ
れ
一
G
u
h
祭
JU
が

行
政
{
口
の

不

を

札

「

こ

f

は
、
総
包
E

の
枠
戒
を
高
め
る
も
の
で
あ
っ
た
J

確
か
じ
行
政
口
の
な
占
に
は

の?一
m
j
h
J
N
L
t

品川っ

f
5

J
M
ι
U
1
)

わ…九、い

?r、
ノ
打
点
救
伝
説
佼
と
は
合
同
し
官
J

察
官
叩
一
皮
に
は

は
存
仕
し
な
い
の
ご
あ
人
叱

ま
た
説
μ

需
は
ト
立
点
同
制
川
町

に
つ
い
へ
「
山
中
央
こ
川
刷
り
こ
め
聯
絡
を
緊
密
に

L
仏
政

h
針
の
徹
底
を
任
務
と
す
る
も
引
な
る
を
所
得
〆
、
大
肘
施
政
の
精
叫
ι
T
M

方
取
ふ
一
ハ
内
仇
の
一
川
騎
右
山
台
い
惇
ふ
る
共
に
、
せ
】
六
の
他
校
内
効
果
を
木
町
祭

L
他
政
改
江
門
の
参
与
に
ふ
立
(
以
、

一
す
と
述
べ
て
い
る
が

こ
の
小
い
へ
と
地
方
と
の

の
「
E
f
d
笛
一
化
と
は
、
総
督
独
裁
引
を
強
化
す
る
も
の
に
他
右
ら
な
い
の
で
あ
八
九
こ
の
よ
う
に
比

、
て
み
る
丹
、
一
私
日
一
?
一
で
一
氏
、
心
悼
枝
川
/
十
刀
法
一
と
し

の
叫
叫
ん
口
什
な
と
の
TU
で

九ぺし
L

一川
1hν

ヨ
乃
川
吋
了
一
寸
跡
、

L
i
J
U
A
l
/
v
h
i
:
I
V
 

ム
ヘ
ル
ベ
一
工
主
怪
い
が
円
山
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
戸

J
7
し
た
泣
い
が
尖
現
の
成
討
を
八
r
d

げ
七
一
回
で
は
な
い
か
l
L

岡
山
わ
れ
る
f
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諸
々
ぷ
雫

的
縦
川
訴
願
〈
μ
の
起
主

J久一告

外コ

'モャ

111J 

ド
キ
の
育
長

白
汚
で
は
、
~
十
誌
で
あ
る
小
林
務
民
ら
の

の
澗
川
知
が
取
り
上

ヘ
パ
湾
代
制
作
一
7ム
句

一
ー
ん
の
「
年
代
か
ら

位
、
救
前
地
域
」

げ
Jヰり
c;'1J 7，1 

J¥J ど
ない
治行

L 
とか

わ軒
れ鮮
たで
l↓ 
d 

ヰ
入
町
政
治
の
依
し
い
言
論
取
締
の
た
め
か

九

C
庁
'
へ
い
は
つ
町
長
も
総
伺
H
町
収
業

『
コ
サ
キ

=セ

2
r白
川
凶

k

-
朝
鮮
民
満
州
川
や

で
も
行
政
教
治
制
度
の
迄
人
を
出
村
松
高
え
た
議
一
北

の
レ
り
に

は
門
ん
ら
れ
な
い
f

へ
の
拡
判
が
た
げ
う
で
見
ら
れ
る
の
は

九
州
一
動
没
の
こ
と

P
あ
り

部
山
併
銀
行
新
十
品
V

-
h

桝
い
以
前
地
域

出口市
v

い
経
め
た

副
鮮
で
は
府
税
と
内
J

佼
知
人
賓
と
だ
け
に
限
つ
マ
不
枝
市
立
が
山

j

f

i

 

r-3単
年

内

川

寸

J
ト
栴
什

C) 

九
一
年
七
円
リ
半
卜
日
J

↑は、

来
之
が
、
ぞ
の
協
山
同
校
、
地
方
税
、

J

校
費
、
自
立
与
系
く
黒
一
設
中
止
て
の
捧
限
必
兆
へ
ら
一
ピ
一
ー
、
口
町
ら
ぬ

唯
仁
税
金
問
問
係
の
み
で
な

バ
同
点
1h
木
あ
、
?
ゆ
る
行
政
に
於
て
い
民
間
刀
、
2
H
U町
内
小

U
不
常
を
鳴
?
ぷ
、
訴
訟
一
許
MWJ1
る
I
U
、，いが

山
内
〉

呉
へ
ら
れ
と
ゐ
な
に

ι
、
ιて
川
北
い
門
徐
行
政
治
J

判
所
J

み
五
一
凶
汁
ノ
た
ら
し
で
っ
か
と
い
ふ
一
読
が
じ
?
っ
く
ゐ
ゐ
」
と
の
記
ヲ
が
制
裁
さ
れ
ど

く
、
例
へ
ば
笠
)
苧
行
政
に
せ
よ
、

、
、
J
r
i

k

，iιr

一

植民地帯-J~!.lと1-J'-JrZ持日;:n~ま

余
地
明
氏
に
一
。
れ
ば

一
九
一
一
コ
年
代
の
朝
鮮
タ
ハ
仕
民
に
す
Q

波
治
辺
動
は

J
川

1
h
y
訂
以
カ
功

J
J

7
7
1
 
運
動

リ

u
r剖
民
と
J

て
の

U

権
問
刊
日
与
を
、
一
丁
張
)
、
「
サ
離
型
協
均
一
一
止
立

(

I
人
十
に

E
る
主
配
を
認
め
つ
つ
、
は
葉
に
対
す
る
修
け
を
主
政
)
、
抵

川
-

U

札
逆
説

r

ぺ
川
口
ヰ
ド
よ
る
支
配
合
認
め
…
丁
、
独

υ
同
門
家
内
股
立
を
土
張
)
に
分
刻
下
さ
る
レ
い
う
口
行
民
投
法
刈
一
度
導
入
力
説
求
は
、

山川
J
れ
か
ら
に
ん
で
土

γ
前

者

の

「

協

U
一
送
致
一
一
、
ト
ノ
ら
れ
れ
よ
し
と
ご
え
り
れ
る
U

日
系

-
U佐
川
系
住
民
の
問
ど
の
連
吟
が
け
ん
え
れ
七
が

ァ
「
、
の
一
つ
が
，

M

珪
説
で
は

宍」

四
年
か
ら

九

一
心
す
ま
で

FEq同
情
さ
れ
た
全
日
時
公
職
者
1

八
ハ
円
で
あ
る
c

こ
れ
は

「
中
山
川
の
選
出
聡
公
戦
背
が
~
明
日
件
前
な
し
ベ
ル
で
統
治
方

f
h十
政
検
心
閉
山
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一一百三
A
守
一
村
比
ふ
川
一
三
件
比
一

長、

zi
一で一ロい
1
l
7
n

一
の
寸
J

例
一

ー
ト
間
以
出
増
域

で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

さ
が
唱
区
内
、
き
た
の
は
第
ハ
司
1
f

必
ピ
川
一
の
諒
一
一
事
録
の
み
で
あ
る
が
、

L 
ノし

jし
手ド グ}

均月号
催準
よつ

れま

:wこ
たグ〕
介、た
品、口

でか
はで
-; F"'{ 

'" I fえげ

所ヲれ
法/二

並

訴
願
法
凶
ノ
判
川
町
一
施
r
わ
い
方
要
望
ノ
仕
い
い
叫
ん
誌
記
こ
な
い
け
、
尽
域
u
h
J
ぷ
員
の
金
明
演
が
1
M
民
族
ノ
安
ペ
ー
ポ
ト
-
川
六
二
道
ス
ト
認
メ
マ
ン

二
三
木
シ
マ
~

J

タ
作
に
と
っ
行
法
士
宵
行
一
M
-
到
ス
ル
抗
一
清
デ
ア
1
J
マ
ス

と
引
先
一
丙
た
段
、
丈
応
J
J

一
市
の
孫
設
設
が
じ
ヱ
一

γ
ク
得

決
ヲ
飢
ン
度
f
k
l
U
フ
一
五
位
行
政
4
h

口
ノ
不
法
℃
叫
周
年
正
ノ
需
メ
知
一
官
現
7
望
/
「
ア
己
マ
メ

い
る
。
こ
こ
か
り
一
九
つ
ん
体
十
代
に
は
、

と
述
、
へ
て
ば
咋
恨
の
ま
ま
可
仇
さ
れ
て

円
系
保
氏
の
み
九
%
ら
す
お
鮮
系
朴
氏
か
ら
も
事
人
子
市
市
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

4
 

ノ
日
ト
出
札
の
内
野
努
ワ
の
な
か
で
も
叫
に
熟
一
】
に
こ
の
間
同
点
に
取
り
祖
ん
ど
の
は
弁
言
ー
で
あ
る
r

そ
の
副
拠
~
一

九
二
h
A
1
1
ハ
月
に

十
八
呪
J
d
F

行
政
裁
判
法
叫
岡
山
正
ヲ
叫
鮮
一
ぬ
れ
ス
ル
ノ
件
が

甫
要
山
手
引
」
と
し

一
郎
内
詩
日
J

一
大
が
昨

K
Lた
rhrω
引
継
4
2
H
L

山川、

て
記
扶

5
れ
て
お
り
、
そ
の
料
山
間
と
し
て
一
方
域
内
池
人
弁
議
士
八
日
文
ヨ
リ
リ
ノ

て
い
る
の
で
あ
る
3

円
系
住
民
が
弁
護
i
M刊
を
独
占
て
い
た
ん
ぱ
と
は
与
な
り
、

判
位
で
は
山
下
パ
設
l
司川町

T

パ
ハ
)
民
間
令
指
一
号
)
出
条

K
(
1
桔
炉
設
土
ハ
ト
「
ノ
ム
H
陥
ノ
(
は
ム
吋
ス
ル
話
ノ
以
卜
泊
中
)
」
〕

今川什
J

(

一
判
鮮
人
岡
市
〆
議
土
試
験
一
一
介
伯
、
ン
タ
ル
者
」
〉

わ
お
よ
び
お

一代

し

ろヰ去

ロh
d
(
1

判
鮮
人
一
ン
ア
川
唯
同
裁
判
叶
、
川
内
松
山
ト
ト
桁
裁
判
叶
ぷ
ハ
朝
鮮
総
督
し
札
一
裁
判
一
山
町
ノ
判
ム
市
、

ハ
戸
時
凶
ノ

々

い

/

が
世
か
れ
た
た
め
、
侍
介
直
後
に
は
す
で
い
鴨
鮮
系
住
民
出
身
の
弁
護
十
が
存
在
}
た
じ
た
だ
し
こ
の
こ
い
ど
は
泳
[
い
民
扶
羽

対
リ
を
芝
起
し
、
な
汚
の
よ
う
に
咋
一
日
土
が
あ
る
程
度
訓
析
し
、

I
本
弁
護
協
主
‘
川
、
山
田
政
治
家
と
協
力
間
保
を
結
ぶ
こ
と
そ
よ
か

X
J
V
に
剖
巨
敢
に
す
る
結
果
い
必
つ

し
か
し
一
九
コ
年
代
に
人
る
と

向
者
は
基
本
的
に
は
け
川
リ
し
つ
つ
も
述
携
を
泊
め
」
い
つ

一(
U
々
引
が
参
抗
し
仁
川
問
恒
さ
れ
た
全
鮮
弁
護
大
会
で
あ
る
。
会
鮮

た
n

そ
の
象
能
的
山
い
事
が

九
二
七
刊
ー
ハ
ロ
バ
に
京
減
で
約

山
ノ
誕
士
会
は
全
部
で
六
凶
開
催
さ
れ
れ
f

が
、
こ
の
う
ち
第
一
岡
、
治
回
二
九

八
年

(
ノ
ド
色
、
治
判
回
二
九
二
一
心
年
制
月

川
市
五
同

月

こ
の
問
題
は
、
左
前
北
ハ
一
五
社
会
に
お
い
て
は
、

~し一丁
ZfZγ
円
f
l
j

点、ー
l
F

、
ミ
ペ
サ
力
、
九

L

f
r
M
t
J
f
J
Fバ
V
4
Jより

力J

』

勾宅三
十
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別
防
成
法
ヤ
ム
甘
訟
法
の
JW
ノ
む
な
ど
μ

こ
も
に
最
正
中
人
ぷ
一
認
の

つ
に
数
、
λ
ら
れ
る
J

内
的
で
あ
っ
た
)
弁
誌
や
は
J

め
と
す
る
在
明

住
民
が

の
統
治
体
刻
の
も
と
で
の
「
γ

小
法
人
J
出
ノ
む
渇
ニ
到
ス
ル
抗
談
一

の
手
段
で
あ
る
~
~
ζ

を
一
対

4
r
F
J
J
て
い
ナ
詞
左
だ
こ
い
よ
ん
る
だ
ろ
う
J

上
日
内
却
山
川
か
ら
、
ド
回
れ
い
議
十
y

の
本
格
均
な
接
触
が
見
い
り
れ
る

E
う
に
な
る
の
も
九
二
ペ
ゾ
司
代
仁
入
っ
て
カ
ら
と
あ

か
し
小
幸
に
も
、
夜
行
計
一
言
士
と
接
占
d

を

持

つ

ん

九
(
f
J

ハ
リ
ル
十
代
後
巾
ー
か
ら
一
九
一
行
年
代
臥

T
と
は
止
な
り
、

治

そ
し
て
法
吉
凶
以
内
川
家
の
政
党
政
治
化
一

中
心
勢
り
じ
あ
る
点
古
川
わ
ノ
叩
護
士
会
の
分
裂
f

九

二
午
十
l
J

の
逆
行
に
と
も
な
う
い
半
、
三
共

士
協
会
と
法
告
一
政
治
米
の
一

の
よ
民
失
に
よ
り
、
北
ぃ
リ
什
凶
r
w
j
」
L
ぐ
の
汁
弘
司
M
L
し
の
政
治
舵
引
が
響
力
は
以
前
に
日
μ
ベ
て
川
氏
支
り
を

見
け
て
い
た
f

そ
の
た
め
、

パ
…
剖
ず
議
士
の
改
革
江
見
を
木
巨
の
政
治
温
存
ー
に
土
げ

4
機
会
も
限
i

注
さ
れ
た
〉
司
法
合
弁
護
士
公
民
合

同
協
品
会
は
そ
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
迫
、
P

」
の
壊
で
行
↓
剖
谷
北
パ
設
!
ム
出
〔
i
J
μ

域
内
地
人
、

R
U
小川叫羽朕一
u

人
、
半
壊
、
日
机
義

州
、
大
利
、

L
M

九
派
遣
さ
山
一
「
代
表
誌
は
凶
按
一
一
町
一
山
中
心
h

関
係
名
に
改
革
を
甲
山
弘
烹
丈
へ
)
そ
、
三
¥

改
E
な
る
要
望
の
結
果
、

に
且
山
)

九

一

会
l

八
月
阿
倍
の

ト
モ
ア
ル
」
ど
の
協
力

A7mdjkt
乙
問
答
。
引
き
山
山

1
こ
こ
に
成
功
ン
た
の
で
あ
る
一

{
ー
略
)

I

T

右
l
、ン一
7
t
相
談
一
)
引
ペ
ル
ベ
ー
r
z

に
お
い
て
ぜ
川
治
時
川
町
出
ベ
じ
か
ら

川河つノモ

植民地帯-J~!.lと1-J'-JrZ持日;:n~ま

の
解
消
今
戸
い
摘
す
効
き
が
見
ら
れ
る
よ
へ
に
な

J
。々

こ
う
}
た
な
か
、
念
叫
で
も
「
レ
ル
山
政
済
い
だ
域

な
か
で
も
特
筆
す
べ
戸
は
、

一
ル
↓
八
年
一
3
4

仁
本
自
の
初
度
改
干
に
収
り
新
ん
で
い
た
除
時
法
判
審
誌
〈
山
ド
ド
ト
れ
る
1

判
鮮
台
ぬ
-
於
ケ
ル
訴
加
は
法
行
政
訴
訟
二
四
列

スル市川川芸品川

(以一、

の
答
中
と
あ
る
ο

決
一
掃
は
花
井
H

此
が
れ
本
め
、
先
決
部
法
古
h
d
原
案
ゃ
起
草
し
た
、
司
容
に
胡
し

ー
は
、
内
品
川
決
伺
一

μ、
ァ
よ
古
の
立
場
h
r
h
十
小
川
門
法
の
け
抽
リ
仁
川
を
求
め
る
化
井
と
、
M

何
一
川
山
川
上
f

我
の

JA荷
か
ら
現
地
政
的
へ
の
自
主
的
改
革
の

要
望
に
止
め
よ
う
と
す
る
天
道
祁
と
の
刈
げ
が
児
ら
れ
た
が
、

結
局
は
一

ニ
ド
ハ
一
「
ノ
成
ル
ヘ
ク
斥
ニ
内
地
ニ
準
一
ン
一
フ
訴
如
及
/
什

政
訴
訟
/
む
殴
弓
設
3

ヤ
ル
寸
一
入
ヲ
望
ム
」
J
、
早
期
の
行
政
紋
箔
献
境
r

川
守
入
を
現
地
政
叫
に
求
め
る
l
L

い
う
筏
音
の
立
場
が
託
制
さ
れ しグ〉
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寸

/一

加

x
f二
九
二
九
宇
y
v

円
じ
弘
社
…
明
治
九
Jmy-E
沿
い
↓
?
河
胡
の
桁
務
ト
ド
ヘ
ム
ヲ
に
就
任
し
た
こ
と
も
見
法
辻
L
J
い
こ
「
朝
鮮
総
叔
い
い
台
湾
総
い
い
日

止
し
宇
一
て
指
摘
託
料
ス
ル
絞
怪
γ

ル
様
一
己
ピ
タ
ル
〆
江

〉
一
部
か
h
努
J

れんを
m

じ
っ
て
い
た
工
う
じ
、
松
川
は
人
事
も
へ
い
め
植
民

凶
汗
州
政
改
本
に
仙
沼
R

極
坊
に
珂
わ
ふ
姿
勢
を
い
し
L

せ
と
い
た
ぺ

し
か

ι弁
護
土
山
専
の
松
川
は
、

や
八
河
午
二
一
一
口
仁
「
行
政
裁
叫
寸
法
及
一
心

舶
は
一
河
λ
ル
法
休
一
プ
p

口
湾
)
一
施
ノ
「
ス
ル
ノ
法
律
J
A

ぷ
を
提
出
す
る
な
戸
、
植
天
地
ー
い
お
け
る
行
政
政
治
目
肢
の
あ
h

刀
に
J

丁
¥
カ
ら

明
一
心
を
村
つ
つ
い
た
n

桁
砲
に
就
任

L
た
松
川
問
は
、

行
政
救
計
制
山
仁
つ
い
て
、
一
急
進
的
改
品
を
避
け
川
浪
崎
げ
は
不
を
企
司
一
す
る

一
行
政
太
れ
い
収
済
千
-
収
た
る
訴
際
航
ι
肢
は

ム
ム
ヱ
有
六
に
は
全
然
花
山
県
三
れ
亡
ゐ
な
い
の
で
お
削
庁
、
の
改
革
及
ひ
制
i
J

疋
を
な
j
」
と
、
訴
初
制
肢
の
導
入
に
は
悦
い
寺
山
川
市
慌
を
出
じ
た
の

行
政
訴
訟
市
皮
心
即
時
導
入
は
再
1

疋
し
た
も
の
の
、

111 

社
鮮
、
阪
東
慌
の

小
よ
め

y勺

三ヰ去

^-
~" 

判
伝
子
品
践
す
の
起
主
主
折
折

朝
両

γ
本
判
と
の
批
判
い
が
的
ま
る
に
コ
れ
、

刻
一
二
日
附
で
も
「
F

以
済
地
域
L

の
が
山
一
A
V
F
L
拾
す
具
体
的
な
助
さ
心
J

兎
ら
れ
る
よ
、
つ
に

九

一
午
川
け
月
に
近
江
す
る
斉
蕊
ー
か
彼
任
の

「
提
山
い
け
ふ
訴
制
令
ノ

な
っ
九
ー
そ
の
訂
拠
に
、

一日、
ず
ト
と
い
う
人
青
山
刀
打
九
h

れ
る
ひ
こ
の
「
1

叶
畑
山
令
こ
は
、
「
は
と
め
ド
で
利
介
〕
た
鴨
川
町
訴
加
令
の
こ
と
で
あ
り
、
ニ
ニ
キ
じ
り

戎
じ
J

化
て
P
L
4
J
継
z
V
へ
書
に
は
、

第
二
次
伊
藤
山
花
討
時
代
に
朝
鮮
訴
制
令
が
担
苧
さ
れ
、

本
間
内
政
刊
に
提
山
さ
れ
て
い
た
ご
レ
が
わ
か
る
η

一
刀
す
ご
に
ね
か
い
し
た
よ
う

に
大
家
内
務
一
司

μ
円
引
絞
言

ト
明
ハ

h
~川」

の
な
か
む
「

1
政
裁
判
法
訴
願
状
ヲ
戟
針
一
施
〆
イ
ス
ル
ノ
件

を
1

革

法

案

内

と

一
行
政
の
公
!
け
告
別
す
る
ャ
士
一
於
て
退
院

戸
川
」

少
な
か
-
ノ
ざ
る
が
欣
に
先
寄
っ
一
以
て
訴
切
に
依
す
る
法
関
の
恥
定
に
は

3
必
川
県
な
る
新
有
を
近
、
一
む
る
こ
l
L
」
41
「
訓
査
研
究
を
送
め
か
え

L
て
い
た
こ
と
や

九

九

乍

月
の
町
部
一
友
会
議
に
お
い

L

池
?
一
四
パ
ザ
ば
務
総
誌
が
、
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の
寸
J

近

に

き

め

ミ

い

た

f

こ
ろ
か
ム
ゴ
ベ
て
、
間
需
は
以
前
ー
か
ら
行
わ
れ
て
い
七
も
の
こ
許
川
制
さ
れ
る
J

送
計
U
K
と
司
徐
」

Jyf

沼山
l

d

A机

ム
f
叶
も
ま
た
行
政
救
文
V
I吋
ん
ん
の
一
再
人
に
田
川

L
f、
は
川
町
机
一
松
町
内
部
上
や
ら

「
ι
打
攻

)RL同
の

江
上
川
出
く
な
い
い
が
鑑
三
A

山
内
へ
る
一
、
「
訴
訟
の
地
抗
を
え
る
杯
出
木
行
政
を
紛
き
)
さ
廿
事
務
の
送
?
を
妨
げ
る
、
「
政
出
的
刊
州
諌
の
籾

鮮
い
は
い
づ
れ
の
方
幽
か
ら
見
る
も
時
間
半
同
平
で
あ
る
、
な
ど
の
怯
重
な
吉
見
が
引
か
れ

し
か
し

バ
ド
〉

4
7
V
へLi
マ
ハ
州
十
品
丸
山
与
↓
¥
こ

」

u
u
l判

F
市
T
L
t
j
j
l

前
向
き
で
あ
っ
た
U

飢
え
ば

九
二
九
可
後
ド
ト
に
H
U
「
成
免
れ
た

t
い
う
な
村
松
山
王
地
改
い
、
部
長
の
巳
μ
死
一
一
千
口
一
に
は
、
恥
鮮
系
行

ー

行

政

訴

訟

制

ノ

制

皮

す

る

こ

と

が

挙

げ

り

れ

て

い

る

コ

ま

た

に

正

秀

雄

民
の
一
ば
2-u
，f
L
K
局
ハ
止
さ
せ
る
方
策
の

つ
1
L
し
て

政
務
総
計
も
、
一
一
日
開
法
の
恥
定
は
崎
鮮
の
h
A

意
臥
遠
向
山
川
神
-
指
張
LL
悶
株
主
人
な
青
J

川141
持
ち
、
口
一
ツ
山
門
治
悔
の
強
張
に
斗
ー
っ

c

合
校
、
捻
行
じ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
け
去
の
も
の
だ
か
ら
、

}E
治
格
指
張
の
制
仏
J

公
品
と
円
吋
レ
捻
行

Lbhr-

ー
と
星
川
入
に
山
f

九
州
さ
て
{
ご
め
〆
ノ

た

JL 

の
い
引
判
明
μ

系

企
urん
の
一
以
内
通
加
の
執
刀
刀
配
需
は
仏
、
「
抵
抗
述
到
執
刀
け
り
が
ー
協
刈
運
動
勢
力
を
川
司
し
、
多
く

の
期
信
人
の
政
治
運
動
勢
力
が
い
民
族
共
阿
的
拡
通
勤
に
ん
は
品
開
ぷ
、

総
督
府
は
一
バ

i
U
7

↓
、
ノ
ゲ
が
可
お
な
勢
力

い
っ
た
こ
と
か
九
、

ぇ

こ
う
に
」
現
状
か
却
に
総
督
府
幹
fd
却
が
、
引にj

 
n
d
 

A
q
 

n
d
 

p
h
 

山手法人4
 
UP 

か
得
る
こ
と
が
む
き
な
か
ハ
た
七
め
、

マ
一
一
配
は
よ
、
り
千
安
ど
に
在
つ
」
て
い
ー
と
い
わ
才

-
M人
意
時
以
|

三時ぃ
)

f

大
な
意
味
JV
弘
行
」

コ
ー
っ
つ

J

P

1

6

 

つ
ま
り
住
民
の
不
満
を
川
抗
す
る
ず
段
こ
ー
二
¥

川
系
住
民
の
み
な
コ
ず
明
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鮮
系
住
民
か
ら
も
導
入
が
要
望
さ
れ
て
い
人
J
r
七
法
救
治
判
佐
一
ご
い
汀

h

r

こ
ー
こ
は
十
分
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
一

ト

wu同
幹
市
川
J

出
向
き
で
あ
っ
た
叫
山
市
何
?
〆
一
〕
て
ん
逃
せ
な
い
の
か

巨

ん

h
-
3
ド
へ
い
rん
刈
1
〈
刊
作
こ

]
主
η

4

J

h

y

i

本
川
叫
一
枚
川
市
の
こ
内
問
題
に
対
!
1
9
3
Q

怒
皮

ε

あ
る
「
成
育
改
ム
川
時
代
い

そ
の
椛
仁
つ
い
た
、
ア
と
か
ら

本
国
灯
氏
、
山
情
勢

と
あ
っ
た
総
督
や
政
市
場
経
常
ト
と
っ
て

本
国
政
均
の
さ
F

叫
は
は
日
未
決
d
f
L

の
重
山
氏
な
判
断
川
判
い
と
な
っ
ん
U

松
川
が
ノ
イ
政
救
済
抗
度

訴
抑
制
皮
)

の
小
中
J

人
に
布
市
川
町
で
あ
っ
た

こ
と
は
す
じ
に
す
反
し
た
と
お
り
じ
あ
る
が
、
漬
円
F

白
析
も
ま
た
川
怖
の
?
リ
坊
で
あ
〆
J
た
l
t
円ノ
C
J
れ
る
f

" 
叫

ヘ
年
一
月
に
市
持
法

配
者
宇
治
会
は
、

山
中
義
一
，
白
山
に
本
ド
・
和
民
地
の
仏
政
教
は
川
市
度
改
本
培
明
白
を
答
申
し
た
が
、

そ
の
よ
大
域
~
一
民
け
t
、叩
k
v
r
T
九
月
に
行



政
裁
判
小
川
山
及
兵
問
法
改
立
委
日
会
長
ぷ
置
し
た
の
が
演
打
で
あ
コ

c

前
泌
1

J

た
と
お
り
院
時
法
制
毒
議
会
答
自
の
ー
た
ぷ
は
、
作

別
法
主
去
の
J

川
崎
町
ー
か
わ
堤
防
記
政
治
じ
刈
門
主
的
状
輩
J

q

一
要
望
す
る
も
の
で
あ
っ
九
J

つ
総
皆
川
に
よ
る
例
制
再
制
令
F
J
3
に
向
け
て
の
品
引
き

に
は
れ
げ
つ
い
と
臼
、
ω平
均
な
対
応
を
求
め
え
こ
と
ド
ド
め
ノ
¥
影
掛
け
を
受
け
た
と
!
?
え
ら
れ
る
、

は
、
本
国
政
治
が
こ
の

判
什
度
導
入
に
旬
け
て
の
討
さ
が
木
州
政
刊
に
上
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
布
一
川
吋
叶
民
の
引
を
検
討
川
川
市
都
と
し
た
の
も
ま
た
ヰ
出
川
氏
有

の
に
r

舟
に
よ
る
A

の
だ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
?
き
よ
ろ
の

こ
う
し
た
考
え
の
持
ち
主
ご
あ
っ
行
こ
と
は
伊
止
の
ご
お
け

C

あ
る
。
ま
た

H
l
ヮ

ド
イ
/
j

て
抑
制
ヘ
ん
し
た
九

成
山
川
ノ
意
見
一

の
な
九
M
C
は
古
川
へ
必
務
中
さ
も
、
一
行
政
法
河
川
制
度
二
付

ア
ハ
出
札
前
川
/
現
状
ヲ
川
時
鳥
尚
早
h
i

お
メ
ラ
ル
ル
ヲ
以
テ
前
コ
日
訴
粉
献
度
目
片
山
後
日
八
ノ
成
桁
一
鑑
ミ
y
v
究
ス
ル
コ
!
?
ト
弐
J

度
以
下
ノ

一
叫
之
ぃ
市
川
内
政
行
ノ
主
川
じ
J

ノ

レ
一
述
べ
て
レ
る
最
初
に
訴
駒
制
度
の
み
を
導
入
し
、

そ
の
一
戊
絹
」
ふ
鍛
ム
て
ね
政
訴
ポ
制
慢
の

Jh?人

に
つ
い
d

て
は
桁
未
検
一
日
す
る
と
、

tAJ
「
-
判
進
中
下
義
」
が
、
牛
肉
政
的
の
J
一
世
情
ご
あ
/
J

た

総
督
府
も
ま
た
、
こ
の

T
問
円
干
l

友
」
を
支
持
ー
コ
、
い
た

そ
の
川
内
出
に
庄
一
伐
一
豆
泣
い
み
八
街
全
ー
は
治
乱
の
及
お
限
り
で
は
見
当

Lr
り

な
い
、
か
、
?
か
つ
て
九
松
参
太
郎
が
執
筆
、
J
B
/

立
見
書
(

1

台
湾
ノ
制
i

一
度
二
院
ス
ル
意
見
書
」
〉

弘
正
に
注
目
下

L
f
、v

ワ
ー
メ
卜
り

/
υ
i
/
U
 

/ 

ヲ
裁
判
一
品
川
リ
取
市
ス
ハ
孜
前
ノ
域
信
ヲ
巾
?
と
ん
ル
コ
ト
大
ふ
ノ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、

リ
人
-
d
帥

F
L
現
時
/
凡
心
遣
ハ
不
タ
批
ば
ヲ
制
ち
へ
ル

一
尚
一
セ
ス
、

り
一
ブ
ノ
打
点
権
ノ
的
大
ト
紋
日
正
ト
ヲ
1
1
レ
ロ
詞
ぷ
山
ト
ス
レ
ハ
7

ナ
ノ
リ
、
比
一
ハ

三
時
)
芸
汽
山
間
仔
一
二
出
糊
ス
レ
ノ
ヘ
民
ヲ
山
叫
ん
/
ハ

山川f
d
Z
〔
ヲ
カ
ル
ヘ

一
れ
は
一
ー
九

O
C
年
代
前

1
に
児
Y

川w
k郎
し
れ
抗
告
の
求
め
に
1

山
ヒ
た
y
R
H
九
主
て
あ
る
が
、

つ
J
自

jw

c
、
l
t

ー
剖
ハ
千
ヤ
土
み

カ
ら
執
筆
え
れ
て
お
り
、
同
じ
総
督
独
裁
切
を
と
る
朝
鮮
総
白
川
刊
の
行
成
救
前
川
什
悼
ん
に
対
す
る
与
え
々
を
探
ゐ
?
え

c
b一
玄
与
に
な
ゐ

ま
ず
ノ
イ
ば
訴
ヘ
仏
引
皮
ふ
一
三
泣
す
る
理
由
で
あ
る
が
、
行
政
ノ
処
分
ヲ
裁
刊
二
依

J
取
消

C
F
こ
と
が
は
市
川
ノ
威
信
守
主
け
ス
ル
「

ま
た
村
民
地
じ
は
木
利
以
に
一
行
政
住
/
強
大
よ
恥
治
、
I
7
+川
ル
ヲ
急
務
一

で
あ
ゐ
ご
と

れ

L

い
る

と
さ
れ
て

お
り
、
行
政
T

叶
訟
配
皮
が
円
滑
な
政
務
安
現
の
山
古
要
因
と
見
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
〈
こ
の
よ
う
に
行
政
訴
訟
恥
皮
が
作
成
さ
れ
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ー
い
る
の
に
反
行
「
J

詐
同
町
ス
ル
ノ
途
一

J
T

「
同
ヶ
一

こ
こ
は
、

1

弊
害
L
y
力
ル
ヘ
ン
一
と
さ
れ
て
い
る
理
出
は
川
言

3
れ
て
い
な
い

が
、
行
設
訴
訟
一
ぷ
逃
論
を
参
考
い
す
れ
ば
、
総
ト
ぎ
が
裁
決
機
関
と
右
る
こ
と
で
脊
笠
レ
川
県
を
刻
印
で
さ
る
こ
と
、
ま
た
住
民
の
一
人
ハ
ふ
刊
を

界
中
川

J
i
b

i
d
-
+

，
 

一
ど
ご
十
じ
し
ろ
総
山
内
ド
円
懐
古
引
を
高
め
る
こ
と
が
て
き
る
こ
/
一
が
そ
の
辺
川
で
あ
っ
た
〆
が
易
ド
拡
測
て
さ
ょ
う
こ

J
i
l
r
 

斗

J

1

J

N

相
州
川
度
は
、
竹
は
ぷ
訟
九
度
予
こ
は
ム
訂
正
い
、
h

品
川
ふ
ド
狙
法
功
、
〆

1

共

存

可

能

C
あ
む
と
考
え
ら
れ
て
U

た
の
で
あ
フ
ω
。
だ

2
す
れ
ば
、
川

度
ト
17人
に
あ
h

J

q

本
山
町
の
み

内
対
象
と
1
J
q
こ
し
L

山
川
体
刀
、
行
政
権
に
対
す
る
け
い
的
統
制
を
軽
得

L
て
い

Q
こ
と
を
-
小
し
て
川

る
と
も
い
、
ス
品
。
政
府
・
総
督
山
川
が
唱
え
る
漸
進
l
義

は

、

建

r
削
は
将
来
の
行
政
需
訟
制
度
場
入
の
円
能
仲
を
d
h
u

た
し
て
い
な

か
J
J

た
c

し
か
し
こ
、
っ
し
て
見
て
く
る
と
、
現
半
ん
に
は
第
一
地
減
へ
の

昇
格
」
は
そ
も
そ
も
忽
ー
注
さ
れ
て
か
ら
ず
、
弟
地
域
(
ヘ

，jj 

円
以
川
」
レ
J

帳
、
ん
岩
互
に
)
が
当
初
第
一
削
減
で
あ
う
と
柿
民
地
に
対
づ
;
~
改
平
常
恕
て
に
あ
/
J

た
こ
と
が
わ
か
る
f

起
草
竹
業
は
、

川
原
市
T
尽
に
関
係
す
る
井
部
局
の

の
ち
一
九
二
心
主
卜
半
釘
l
h

総
督
府
'R
出
評
議
室
で
行
わ

議
記
パ
ド
U
務
告
は
F

川
鋭
明
則
と
山
ム
%
で
、
兼
r
Jじ
の
荻
原
宇
山
一

戸
文
書
謀
長
コ
ギ
日
正
干
-

i

郎
一
位
い
同
「
岡
田
川
課
長
)
、
近
眼
常
的
戸
山
川

芹
“
凶
長
二
『
円
肺
二
郎

泌
吉
'
じ
)
も
参
加

J

一
川
ノ
山
花
性
が
品

こ
の
d

レ
勺
筆
京
事
務
PU
で
責
任
ギ
つ
で
ふ
い
っ
た
と
口
げ
ら
れ
る
t
ゴ
鋲
は
、

H生
朝

八

47ム
五
月
)

いμ
，
叫
の
法
制
川
切
れ
ハ
J
E
J
d同
昨
代

九
二
一
一
司
i

n

J

可
i

二
凶

2tI什
月
)

f

山
門
悶
印
刷
同
一
圭
i

コ
叫
同
時
代
(

九
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じ
わ
主
玖
汁
所
一
九
同
{
正
{
円
を
犬
許

P

つ
、
六
ゴ
ー
の
行
設
設
M
L
r
u
引
に
将
r
d
J

日
へ
物
で

。
的
鮮

Y
I刷
ム
ー
の
起
平
が
白
日
抵
の
う
係
ぷ
主
的
務
時
打
入
に
行
な
わ
れ
た
こ
p

は
似
品
川
か
も
し
れ
な
い
が
、

山
内
訳
が
起
卒
者
に
か
一

ふ
の
つ

わ
什
に
い
る
こ
、
と
か
し
つ

起
草
い
あ
作
っ
て
は
本
同
法
け
叫
ん
参
与
に
さ
れ
七
可
能
什
は
品
い
ο

で
も
述
べ
た
よ
、
つ
に
札
鮮
一
ホ
叫
ん
i

の
車
系
は
発
は
で
き
ご
い
な
い
が
、

内
容
1

重
リ
ム
な
山
願
事
担
と
政
↓
点
検
問
に
わ
J

一

「
は
じ
め
に
一

「
M
h

妓
円
誠
」
紙
一
ピ
以
下
の
よ
う
に
誠
戸
一
さ
れ
て
け
る
ハ
そ
れ
に
よ
る
と
、

法
ヘ
寸
の
内
容
は
z
九
州
以
仁
お
い
て
内
地
に
お
付

i
i
fに
よ
l

弘、

L
一

b

る
一
許
制
法
と
も
m
ん
ど
同
様
で
臼

mho-び
f
数
料
の
斌
川
、
白
山
山
市
松
山
胞
号
、
白
業
免
許
の
柁
ぎ
ん
は
取
引
、
水
引
お
よ
び
上
木
、

fむよ
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地
の
{
口
い
は
L
u
E
分
、
警
祭
一
打
政
そ
の
他
法
律
例
行
会
」
N
m

て
特
に
生
川
可
ン
ー
る
け
等
に
つ
き
不
服
あ
る
場
九
円
に
書
出
を
も
っ
て
詠
閉
し
い
い

る
こ
と
、
な
コ
て
み
る
〉
し
か
}
よ
可
約
に
h
p
い
て
は
互
に
こ
打
及
川
誠
司
を
仰
さ
得
る
こ
と

;ω
つ
ご
ゐ
ゐ
が
、
朝
鮮
に
お
い
て
は
向
車

総
督
均
の
h

川
パ
訟
で
あ
る
「
漸
主
、
一
T
R

九
九リ

μ
父、a

 

qj}少主

、
阪

台
湾
一
昨
隠
人
す
も
こ
う

?yl~
川
け
で
本
国
の
二
つ
の
、
氏
を
ふ
ノ
さ
に
レ
て
い
に
か
ら
で
あ
る

は
行
政
談
川
内
所
一
試
阻
ま
で
澄
む
べ
主
で
あ
る
こ

L
て
も
ム
f

刈
の
胤
案
に
お
い
、
は
沼
U
N
ト
の
裁
決
を
け
以
て
最
終
乃
も
の
こ
な
え
拾
い
に
抱

日

m

判
じ
丹
論
判
出
向
調
と
し
て
委
員
f
H
f
d
直
ず
る
}
と
、
な
っ
て

ruh
略」

い
た
と
い
う
。

の
ー
リ
場
か
ら
嵩
か
れ
て
い
る
-
一
と
、

ま
た

一
ャ
ロ
小
川
羽
じ
報
ー

の
は
の
記
料
で
も
同
検
の
山
内
山
廿
の

邦
法
が
児
ら
れ
る
F

一
と
力
、
り

取
持
占
…
で
は
七
の
記
事
の
山
川
谷
を
E
U
中
耕
し
て
お
き
た
い
ー

明叶ぃ鮮
A

両
駅
人
η

の
一
山
門
誌
」
」
に
つ
い
(
L
4
h
、
一
内
地
に
幻
け
る
訴
一
知
法
L
L

円
相
ん
と
同
総
」

判
法
の
内
存
在
加
尽
し
た
と
端
近
じ
て
い
v

る
も
の
も
あ
る
{

で
あ
る
と
さ
れ
と
い
る
=
仙
川
z々
で
、

行
政
政

出
版
事
用
、
い
ず
一
川
脱
法
第
九
札
一
の
そ
れ
レ
ま
っ
た
く
円
じ
で
め
ゐ
と
こ
ろ

、
p

、

人

O
h山
V

同
!
?
い
が
十
分
社
会
し
て
、
v

な
い
}
絞
に
つ
い
て
は
行
政
裁
判
け
は
を
参
考
仁
し
た
の
え
に
は
な
い
か

権
限
に
つ
い
て
い
可
権
一
氏
号
、

と
E
じ
わ
れ
る
-
)
の
よ
う
に
推
測
台
札
る
の
は
、

J
l
湾
訴
防
令
を
十
判
長
会
一
昨

ν
L
起
首
、
J

た
可
設
住
日
紙
い
が
、

六
l
H
門
伝
を
ム
ど
さ
に
以
茶
か
じ
『
吉
、
〕
だ
の
で
あ
れ
ば
こ
の
主
う
な
1
4
n
吋

人
u

f
吹

び〉

が
ペ
7
v

て
J
b
I
小
目
出
議
は
な
い
守
あ
ろ
う

A

力
裁
決
に
つ
い
て
は

、
詐
問
機
関
と
コ
l
L

「
委
員
計
H

を
立
川
附
す
る
と
恨
去
さ
れ
と
い
る
が
、
こ
の
口
に

山
河
〕
、
は
ム
川
d
h
の
法
一
一
千
一
位
抜
一
令
川
、
に
と
担
わ
れ
る
'
口
湾
で
は
訴
拘
法
い
加
/
「
校
、

台
湾
総
官
町
一
片
品
相
市
企
ム
以
川
札
即
位

(

九

二

刊

訓

へ
戸
情
市

J
t
g
)
が
汁
定
さ
れ
、
阜
軍
当
細
川
詳
ノ
一
J
刊
一
濯
、
ン
芯
柑
二
羽
ス
ル
事
ヨ
ァ
富
論
ン
立
封
ゴ
ソ
謝
申
げ
ス
一

者存

名
ざ
る
Y
朴
州
剛
山
性

査
会
が
若
か
れ
た
U

v

汁
汚
訴
明
ん
一
μ
と
は
浅
い
何
相
現
行
は
公
布
・
施
行
九
一
八
一
ご
一
ア
リ
庄
終
ttJ
川
町
、
一
三
れ
た
t
L
Fノ
ら
れ
る

的
判
針
川
訴
紡
ム
j

は
一
九
一
一

(
J
年

討
に
原
案
が
定
戒
し

羽
年
j

凶

rH
朽
訪
れ
八
日
の
決
設
を
存
亡
法
制
吋
に
凶
v
比
三

人ケ
h
1
J
b
吟ス

d
6
5
1
 

ー
い
枇
I
J
の
漏
企
も
述
山
地

1
た

こ
れ
に
は
計
五
j

d

ハ
一
設
か
ら
疑
問
刊
の
市
が
十
日
か
り
、

本
一
凶
介
選
土
の
協
刀

F

一
は
主
ら
な
か
、
七
「



キ
似
て
仏
国
棋
会
で
質
問
手
れ
た
J

こ
れ
に
上
手
る
箔
待
hr
げ
の
刊
以
八
円
は
、
近
ク
内
地
一
ヤ
於
ケ
ル
訴
防
法
及
行
政
裁
判
法
改

H
セ
ブ
ル

レ
越
す
ル
ヲ
川
町
一
ブ
之
ト
歩
調
ロ
ム
ロ
ス
ベ
ク
刊
一
時
追
わ
ロ
は
ふ
円
と
い
け
J
L
ー
と
い
う
も
の
で
あ
っ
p

c

前
述
の
と
お
川
刺
鮮
訴
制
ム
l

担
以

の
き
っ
か
け
の

の
い
¥
川
市
て
あ
こ
に
、
お
務
討
の
司
穴
円
?
一
川
、
ニ
ワ
レ
た
経
緯
に
北
町
っ
く
も

つ
は
、
臨
吋
法
制
審
議
会
に
よ
る

の
-cbめ一つ
L

た
レ
一
ぃ
、
λ
L
t
d

、つ

ー
ど
こ
ろ
が
を
の
め

本
国
戸
別
、
の
ノ
「
政
紋
治
制
収
改
革
が
陪
礁
に
恥
り
1

げ

cし
ま
っ
た

行
政
裁
判
法
及
訴
閣
法
改
正
長
H
円
余
は

Je 

FT
一
心
月
に
行
は
訴
訟
法
案
な
ど
氏
革
五
九
出
来

τ~ki牒
甘
担
【
日
答
中
し
た
の
ー
か
し
、
内
務
付
や
は
じ
め
と
ム
9
る
行
政
豆
庁

が
反
対
し
た
h

め
、
伎
一
a

中
か
ら
二
年
wー
が
…
紅
返

L
Lに
一
九
=
川
年
月
の
吋
ー
ハ
で
も
「
殴
的
ハ
鋭
意
鮫
係
岱
門
司
者
間
ノ

LZU'送
J
A

案
弓

洲
リ
ソ

y
y
ル
守
的
ホ
未
タ
議
前
門
一
提
出
、
ン
符
ル
ノ
湾
問
一
一
雫
ブ
ズ
」
J
い
う

F
Eで
あ
づ
た
結
旬
J

こ
の
ま
ま
不
問
い
お
け
る
以
草

が
松
析
し
ま
っ
た
れ
J

一
め
、
「
之
ド
れ
中
前
マ
ム
は
J

八
」
介
さ
れ
た
朝
鮮
¥
の
訴
隔
制
攻
滝
川
へ
も
見
J

ハら

ιる
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る

ま
た
総
督
府
内
ー
ず
で
も

第
二
次
訴
政
沿
い
百
叫
川
代
ふ
γ
門
口
、
に
わ
此
f

以
民
制
度
導
入
に
対
ず
る
関
心
は
ぷ
々
に
弱
ま
j

て
い
っ
た
よ

マ
よ
め
久
匂
ん
て
の

一
ル
六
ん
い
八
リ

匹
円
刊
の
ん
4

垣
か
ら

pvの
お
次
郎
へ
の
引
秘
川
文

U
に
ほ
、
お
藤
退
任
時
の
引
w
w
z
h
f
H

「
政
治
は
時
貯
守
あ
る
」
こ
芳
、
ス
プ
三
一
川
一
は
、

に
は
含
ま
れ
て
に
い
引
佐
川
訴
願
令
の
制
だ
へ
か
v
f
げ
ム
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る

訴
開
制

植民地帯-J~!.lと1-J'-JrZ持日;:n~ま

庄
の
導
入
を
刊
得

L
な
ー
か
っ
た
の
か
も
J

礼
な
い
、
絞
の
主
P

7

Q

片
品
波
は
、
「
民
業
あ
る
い
は
朝
鮮
人
民
川
氏
、
お
よ
び
出
寸
人
の
徒
主

~ど

の
も
と
い
、
重
上
主
化
こ
移
民
・
湖
折
刊
に
土
り
、
防
鮮
を
満
州
そ
】
ど
満
州
川
丹
、
防
衛
の
具
地
と
す
る
こ
し
一
で
あ
一
J

た
J

し
か
し
J

山
々
の
れ
も
句
人
目
の
一
以
内
末
志
r
刊
し
と
も
に

こ
れ
ま
で
行
政
権
に
汁
す
る
法
川
統
司
を
認
め
仁
こ
な
か
っ
た
朝
新
託
菅
沼
は
、
日
刊

え
の
施
政
に
は
す
る
京
満
を
判
収
一
?
ゐ
記
叫
は
認
識
し
つ
つ
も

行
政
政
司
自
皮
の
導
人
に
は
必
ず
し
も
一
転
端
的
で
な
か
っ
た
こ
と
を

見
逃
し
て
は
な
り
な
い
り
確
か
に
む
悦
訴
組
九
ー
の
紀
一
円
十
は
{
「
i

房
審
ぷ
雫
が
行
っ
た
が
、

そ
の
背
後
に
は
松
岡
必
引
を
小
心
と
す
る
4
村

政
府
の
白
、
粁
が
円
山
ら
れ
た
の
で
あ
る
c

一
川
小
川
旬
、
一
刈
府
制
法
が
ι

犯
行
メ
れ
た
と
き
も
そ
う
で
あ
っ
た
が

政
治
基
盤
の
安
定
し
た
本
件
政
府
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が
的
ん
な
主
導
力
会
叫
ん
れ
ん
持
?
い
な
い
町
出
け
、

-
F
救
ノ
イ
屯
域
L

の
解
れ
は
客
間
的
に
込
ミ
相
当

M
L昨
日
刊
つ
ず
人
こ
い
わ
、
さ
る
を
一
位
庁
長
い
の
で

トめ
q
h》
{

、トー一、

-
h
:

ι
¥づ
む
し
ー
点
、
え
て

本
J

却
の
叙
述
を
通
じ
工
、
総
管
内
が

一
運
気
戸
後
ー
に
お
二
次
斎
謀
総
封
↑
吋
代
の
二
度
に
わ
た
り
↑
に
は
日
救
済
制
度

討
し
て
い
た
こ
と
が
羽
ら
が
に
な
っ
?
と
習
わ
れ
る
。

本
日
刊
は
山
川
の
意
向
を
背
【
{
h
h
h

ね
佐
川
訴
日
制
へ
z
を
宅
内
さ
せ
る

司
に
ほ
V
刊
で
は

と
こ
ろ
ま
で
化
装
は
進
め
も
り
わ
れ
て
い
わ
の
で
あ
る

た
だ
し
そ
の
汀
討
が
近
代
的
法
治

i
茂
を
安
現
ヲ
る
↑
}
と
じ
あ
っ
た
の
で
は
な
い

F

」
と
も
本
み
て
也
べ
た
と
お
り
で
あ
ノ
ら
c

総
皆
府
が
問
中
旬

1
た
仰
は

位
尽
の
仏
政
に
対
す
る
不
治
:
一
依
削
山
川
仁
川
門
収
す
る

一
年
ん
い
川
崎

利
ノ
ん
法
」

k
ー
し
て
の
役
割
じ
あ
r

わ
っ

こ
の
マ
柏
は
ま
た

の
導
入
が
古
田
叫
〕
な
か
、
人
八
川
内
山
を
考
察
す
る
う
2

ん
で
の
エ
ぃ
J

が
か
り
に
な
る
と
も
比
い
わ
れ
る
d

そ
の
日
肢
の
理
出
は
、
内
務
長
を
は
じ
め
し
じ
す
る
行
政
行
に
わ

M
烈
な
反
対
に
よ
る
手
凶
で
の
改
古
!
の
布
、
挫
と
、
ポ
一
…
牒
か
ら
す
珂
へ
の

訟
が
の
交
代
ど
い
う
、

ー
国
・
判
鮮
ぞ
れ
守
れ
の
具
体
的
政
治
状
況
に
r
h
め
ら
れ
る

v
レ
九
I
4
1
J
3

、
わ
げ
村
山
刑
に
、

T
A

国
以
上
の
行
政
坂
が

体
切
手
1
f

る
朝
鮮
仁
が
い
て
、
行
政
政
済
制
度
を
民
iL
緑
町
刊

/
U法
と
し
て
利
町
す
る
、

つ
k
r
h
?

こ
い
〉
え
マ
九
州
何
一

て
は
な
い
だ
ろ
う
か
n

れ
と
え
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
し
守
人
が
検
討
さ
れ
た
ャ
と
し
て
も
、

構
N
E
が
UH
ハ
付
化
ず
る
段
階
に
な

そ
れ
ゆ
え
、

れ
は
行
政
権
に
討
す
る
法
持
統
叫
に
ア

L
ル
ギ
を
い
廿
つ
為
政
者
は
性
重
い
な
ら
免
じ
る
や
え
な
い
の
と
あ
る
た
だ
し
こ
う
し
た
ヰ
杭

で
の
分
析
・
考
察
は

「
は
じ
め
に

で
も
述
べ
ん
と
お
り
五
十
分
な
資
判
・
ぇ
献
詞
木
け
い
志
っ
く
'
も
の
で
あ
る
の
」
り

d
時
な
分

相
川
・
ド
F

ワ
宗
小
は
今
後
の
課
題
と

l
た
い
。

な
お
行
政
紋
治
批
皮
に
対
す
る
こ
う
し
た
一
剖
日
仏
、

L
U
湾
で
の

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
で
め
る

「
ぇ
h
水
の
向
山

J
H
の
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一
市
防
法
が
施
行
さ
れ
と
第
池
山
川
に
「
戸
治

〕と
¥
1
奇
に
い
い
一
F

l

y

-

、
t

l

;

制
的
一
J
m明
令
の
佐
川
に
J
け

朝
鮮
は
そ
の
後
も

が
終
正
ね
を
川
一
え
る
ま
で

第
二
一
抱
一
比
一
~
あ
け
続
け
た
が

行
設
権
の
ノ
わ
叩
ロ
ー
い
対
す
る
法
的
統
制
ヘ
の
ガ
訟
の
沢
さ
で
は
一
河
辺
た
波
川
市
に

大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
ζ
は
忠
わ
れ
な
い
J

尚
喜
の
追
い
軒
生
ん
p

の
は

導
入
時
の
政
信
状
況
に
通
え
な
い
の
で
あ
る
こ

け
学
者
は
か
つ
て
、
「
は
じ
め
と

で
も
祈
品
川
し
よ
近
代
リ
帝
出
川

U
本
力
行
政
此
済
法
制
一
仁
お
け
る
晶
、
何
山
地
主
を
指
摘
し
た
も
)

と
が
あ
る
巳
こ
れ

γ
刻
l
、
台
湾
・
い
町
駅
鮮
を
対
象
に
現
地
政
的
V
J
行
政
政
司
自
皮
に
問
侍
し
た
な
訟
を
分
布
し
た
回
収
お
よ
び
本
被
か
v

ルコ

は

出
同
地
に
お
け
る
行
一
山
円
以
守
旧
制
度
日
刈
す
る
i
パ
足
し
た
γ

レ
バ
J
J
l
ぱ
応
や
見
る
こ
と
が
C
さ
た
の
で
は
な
い
か
と
官
わ
れ
る

こ
う
し
た
捻
吹
へ
の
I

」
門
従
を
求
め
、
件
見
の
法
的
体
川
長
投
ん
に
す
る
析
に
地
に
お
け
ゐ
法
ム
中
一
下
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古
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介
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叱
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叫
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史
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潜
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。
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鮮
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ず
る
ほ
同
ム
L

-

作
詩
'
い
は
治
的
民
響
力
斗
寸
の
拡
大
に
却
す
る
ー

の
門
前
払
と
も
ハ
ズ
ブ
叫
満
洲
日
法
に
潟
す
ゐ
研

Lγiunノ
γ
h
r
E同
K
A
-
ー
な
け

φ
J

-ノ/
U

ノ

4
7
i
z
i

九
九
C
j等
代
初
頭
に
山
笠
信
一
氏
は

ーι伊
川
河
同
i

」
の
法
と
政
F
U

川
に
つ
い
て
の
研
究
は
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わ
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ら
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仁
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介
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。
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T
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ワ
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仁
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取
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湖
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。
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廿
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さ
れ
て
さ
ι

た
わ
け
で
は
な
/

¥

1

村
氏
市
法
制
均
一
古
一
日
剖

L
い
本
近
代
位
火
の
同
お

は
、
総
論
レ
ベ
ル
で
も
拝
前
レ
ベ
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収
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司
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史
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台
同
一
わ
じ
お
け
る
h
政
紋
汚
川
度
の
成
γ

一
『
袖
ド
法
学
津
諸
!
ハ
一
一
ー
さ

K

4

J

(
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司
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鮮
一
↑
訴
原
弘
及
行
政
裁
オ
い
は
央
怖
ノ
一
布
院
}
問
ス
リ
コ
杵
」
外
務
面
外
小

Atバ
配
所
日
外
爪
有
品
川
骨
科
刊
住
所
肝
M
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ヒ
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p
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付
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付
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近
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取
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什
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叫
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濁
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又
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↓
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古
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付
叫
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岳
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鮮
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古
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令
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